
平
成
三
十
年
六
月
一
日
受
領

答
弁
第
三
一
一
号

内
閣
衆
質
一
九
六
第
三
一
一
号

平
成
三
十
年
六
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
安
倍
総
理
の
「
そ
う
い
う
新
し
い
獣
医
大
学
の
考
え
は
い
い
ね
」
と
の
発
言
に
関
す
る
質
問

に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
安
倍
総
理
の
「
そ
う
い
う
新
し
い
獣
医
大
学
の
考
え
は
い
い
ね
」
と
の
発
言
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日
内
閣
衆
質
一
九
五
第
二
一
号
）
一
に
つ
い
て
の
答
弁
に
変
更
は
な
い
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
五
月
二
十
二
日
の
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
が
「
平
成
二
十

七
年
二
月
二
十
五
日
に
加
計
理
事
長
と
お
会
い
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
・
・
・
加
計
理
事
長
と
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
お

目
に
か
か
っ
て
お
り
ま
す
が
・
・
・
獣
医
学
部
の
新
設
に
つ
い
て
話
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
答
弁
し
た
と
お
り
で

あ
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

国
会
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
に
お
け
る
用
語
の
意
義
に
係
る
お
尋
ね
に
つ
い
て
政
府
と
し
て
お
答
え
す

一



る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
が
、
官
公
署
と
は
、
一
般
に
、
国
、
地
方
公
共
団
体
の
機
関
そ
の
他
各
種
の
公
の
機
関
を
包
括
的

に
総
称
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
用
語
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
愛
媛
県
の
作
成
し
た
当
該
資
料
」
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
五
月
二
十
三
日
の
参
議
院
本
会
議
に

お
い
て
、
菅
内
閣
官
房
長
官
が
「
愛
媛
県
の
作
成
し
た
文
書
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
コ
メ
ン
ト
す
る
立
場
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
答
弁
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

二


